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要 旨 今回，多関節炎をきたし，A群溶連菌が分泌する菌体外酵素（anti-streptolysin-O : 
ASO）の上昇がみられたため，ベンジルペニシリンベンザチン水和物の内服を併用

した 4 歳女児において，尿中β2ミクログロブリン（β2MG）と尿中N-アセチル–β–D–グルコサ
ミニダーゼ（NAG）の推移を検討した．経過中，血清クレアチニン（Cr）や尿中β 2 MG/Crの
上昇・尿中赤血球や尿蛋白の増加はみられず，腎機能障害は否定的であったが，国立病院機構豊
橋医療センター（当院）小児科（当科）紹介時のX日に上昇がみられた尿中NAG/Crは，関節痛
が改善傾向となった後に低下がみられた（X+26日に6.641，X+52日に4.074，X+206日に3.173）．
このことより，腎機能障害の存在が否定的と考えられる症例の尿中NAG/Crは，多関節炎の病勢
を反映した結果となる可能性があると考えた．ASOは，X+ 2 日に451 U/mlと上昇がみられてい
たため，ベンジルペニシリンベンザチン水和物を 2 週間内服したが，X+145日にも342 IU/ml（正
常範囲は200 IU/ml）となっていた．このため，本症例のASOに関しては，非特異的上昇がみら
れていた可能性があると考えた．
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はじめに

　小児の関節痛，四肢痛の原因は多岐にわたる 1 ）．
5 関節以上の関節炎を多関節炎と呼び，ウイルス性
関節炎が多いと考えられるが，リウマチ熱や，若年
性 特 発 性 関 節 炎（juvenile idiopathic arthritis : 
JIA）などのリウマチ性疾患などでも多関節炎をき
たす 1 ）．今回，多関節炎をきたし，A群溶連菌が分

泌する菌体外酵素（anti-streptolysin-O : ASO）の
上昇がみられたため，ベンジルペニシリンベンザチ
ン水和物の内服を併用した小児患者において，尿中
β2ミクログロブリン（尿中β2MG）と尿中N–アセ
チル–β–D–グルコサミニダーゼ（尿中NAG）の推
移を検討した．
　症例　 4 歳女児．既往に薬剤アレルギーなど特記
すべきことなし．X–15日頃より下痢と感冒症状が
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